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(5月 21日) ：指数は下落も流動性は増加 

火曜日の取引で投資家が依然として米中貿易戦争の過熱を懸念している中、ビナミルク

（VNM）、ペトロベトナムガス（GAS）などの主要銘柄が冴えない動きだったため、

ベトナム株は大引けにかけて下落した。 

ホーチミン取引所の VN指数は 0.09%下落し 986.29 ポイントで取引を終えた。月曜日に

は１％以上上昇していた。 

ハノイ取引所の HNX 指数は 0.03％下落し 16.28 ポイントで引けた。前日に同指数は

0.5％ほど上昇していた。 

流動性は改善し、出来高が 2 億 3420 万株で売買代金が 9.9 兆ドン（4 億 2500 万ドル）

であった。月曜日に比べて出来高が 22％、売買代金は 135％上昇した。 

ビングループ（VIC）の株式が大きく流動性の増加に貢献した。VIC を外国人投資家が

5.8兆ドンほど買い越したが、株価は変わらずの 117,530ドンで取引を終えた。 

VIC は 375 兆ドン（161 億ドル）の時価総額でベトナム株式市場で最も大きな銘柄で、

VN指数の 11.36％を占めている。 

ビナミルク（VNM）とペトロベトナムガス（GAS）の 2 銘柄も時価総額トップ 5 の銘

柄だが、VNMは 2.9％、GAS は 1.3％と大きく下落したことが指数を押し下げた。 

前場を牽引したのは銀行株だったが、後場には方向感を失った。ベトコムバンク

（VCB）、ベトナム産業貿易商業銀行（CTG）は共に 1％弱値下がりした。その他の小

規模銀行であるテクコムバンク（TCB）、サコムバンク（STB）、軍隊商業銀行

（MBB）、アジアコマーシャル銀行（ACB）などは 0.3-1.1％ほど下落していた。 

上昇した銘柄は、ホーチミン市インフラ投資（CII）、マッサングループ（MSN）、

DHG 製薬（DHG）、FPT コーポレーション（FPT）などでそれぞれ 1％から 3.8％ほど

上昇した。 
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バオベト証券のアナリストによると、現在の上昇トレンドの中でセクターによって明暗

が分かれている。 

資金は石油ガス、工業団地関連、繊維、小売りなどのいくつかのセクターに集中し、証

券、不動産などのセクターは大きな下落に苦しむことになるだろう。銀行は横ばいが続

くか短期的には上昇する可能性もあるとデイリーリポートで報じた。 

さらに、米国が華為の事業に圧力をかけるなど、収まる気配の見られない米中貿易戦争

によって国内、アジアの投資家心理は悪い影響を受けている。 
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